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◎議事日程

日程第１ 一 般 質 問

日程第２ 議案第10号 令和３年度長万部町一般会計補正予算（第７号）
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日程第４ 所管事務等の調査及び閉会中の継続調査について
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◎開議宣告

１０時００分 開会

○議長（辻義雄） ただいまの出席議員は１０名であります。

定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。

◎報告事項

○議長（辻義雄） はじめに、町長より報告事項の申し入れがありますので、これを許可します。

木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 本会議開催中の貴重な時間をお借りいたしまして、大変申し訳ございません。

このたびの「令和３年度子育て世帯への臨時特別給付」につきまして、１４日の本定例会におい

て、５万円の給付に関する補正予算の採択をいただき、誠にありがとうございました。

その後、政府が現金一括給付を容認し、地方自治体にも事業推進の指示があり、長万部町も年内

の支給の実現に向け、議会にも要請を申し上げ、本日追加議案を提案いたしております。

しかし、その可決を待たずに、関係者に通知文を発送してしまいましたこと、行政の長として議

会軽視を起こしてしまいましたこと、議員各位に深く陳謝を申し上げ、今後このようなことを起こ

さないよう努めてまいります。誠に申し訳ございませんでした。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 以上で報告を終わります。

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりであります。

◎諸般の報告

○議長（辻義雄） 諸般の報告を事務局長からいたします。

豊嶋事務局長。

○議会事務局長（豊嶋慎一） 諸般の報告をいたします。本日議題となります発議１件、各常任委

員長および議会運営委員長からの所管事務等の調査および閉会中の継続調査の申出書をそれぞれお

手元に配付いたしました。以上であります。

○議長（辻義雄） 以上で諸般の報告を終わります。

◎一般質問

○議長（辻義雄） 日程第１、一般質問を行います。質問の用紙はあらかじめ配付済であります。

質問者は５名、質問件数は６件となっております。

この際申し上げます。一般質問の質問時間は各議員４０分以内と決定しております。質問時間の

終了３分前と終了時にブザーを鳴らしますのでご承知おき願います。それでは順次質問を許します。

辻紀樹議員。
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〔議員（２番 辻紀樹）登壇〕

○議員（２番 辻紀樹） 私は災害時における避難所の対応についての１問の一般質問を行います。

３月開催の第１回定例会にて、同僚議員から地方創生臨時交付金により購入されたダンボールベ

ッドの設置などについて一般質問があり、各町内会や関係機関の参加をいただきダンボールベッド

の組み立てや、避難所の開設・運営に係る訓練を実施したいとの答弁がありました。

７月１２日、ファミリースポーツセンターにて訓練が実施され、私も参加しました。ベッドやパ

ーティションの組み立てに時間が掛かることや、１個あたりの設置面積が意外と必要であると感じ

ました。この事を踏まえ下記の点についてお聞きします。

１、今後、災害時におけるダンボールベッドの設置基準は。

２、近年の災害では、静狩・高砂振興会館・南栄老人憩いの家・新開寿の家などが主に避難所と

して利用されています。各避難所に、ダンボールベッドはぞれぞれ何個設置できるのか。

３、ダンボールベッドを利用する際の優先順位は。

４、各地区でダンボールベッドの組み立て講習会を開催する計画は。

以上４点について町長の所見をお伺いいたします。

〔議員（２番 辻紀樹）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 災害時における避難所の対応について、お答えをいたします。

災害時におけるダンボールベッドの設置基準につきましては、災害発生直後は身の安全確保を最

優先とし、避難所での滞在が長期化の見込みとなった場合、ダンボールベッドはもとより毛布や生

活必需品等の避難所ごとの必要数量を把握した上で、できるだけ速やかに対応をすることとしてお

ります。

（２）各避難所にダンボールベッドを設置できる数につきましては、避難所となっている地域会

館は６ないし１０台程度、長期的な滞在を想定している避難所では、スポーツセンターは１１７台、

福祉センターは４８台、青少年会館が４０台の設置を想定して購入しております。

（３）ダンボールベッドを利用する際の優先順位につきましては、高齢者、障がいのある方、妊

産婦、乳幼児等の要配慮者が優先的に利用することとなります。

（４）各地区でのダンボールベッドの組み立て講習会の開催につきましては、今後の感染状況に

よりますが、コロナ禍以前に実施しておりました、地区ごとの「防災出前講座」の中に対応してま

いりたいと思います。以上です。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） それでは、何点か再質問をさせていただきます。

まず、１点目なんですが、各地区の会館の使用個数なんですが、来年新開町と南栄町の会館が１

つになるということで、その場合どの程度の設置個数というのは想定されてますか。

○議長（辻義雄） 総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいまの質問にお答えいたします。収容人数の数につきましては、避難

所下のスペースは、コロナ対応として１人あたり４平方メートルで計算しております。中規模集会

施設の延べ床面積は約５１３平方メートルで、５１３平方メートルを４平方メートルで割りますと、

１２８人が算定上の収容可能人数となります。また、宿泊時の居住スペースとして想定している集
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会室や相談室の床面積の合計は約２４２平方メートルありまして、これを４平方メートルで割りま

すと、ダンボールベッドの設置可能数は約６０台と見込まれます。なお、災害の種類や規模により

まして、自宅で安全確保が可能であるケースや、親戚・知人宅に避難するケースなど、様々な避難

方法が考えられますことから、避難所に避難する人数を事前に把握することは難しいため、収容可

能人数を超える場合には、ほかの避難所を割り当てるなど、臨機応変に対応したいと考えておりま

す。

○議長（辻義雄） 辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） 今もちょっとお話ありましたけど、避難所が、退避者が多くなると、ほ

かの地域の会館も使うというようなお話だったんですけども。私この一般質問を作って、何度も読

み返してみたんですけど、これからのことなものですから、なかなか答弁も難しいですし、質問す

るほうも大いに悩む点があります。それで、私の経験上から言いますと、一番問題になるのが優先

順位ではないかと思っています。と言いますのは、有珠、伊達地区で昭和新山とか災害が発生した

ときなんですが、スポーツセンターを利用したんですが、ご存じのとおりスポーツセンターには畳

の部屋が１室あります。それを避難当初はそんなに問題なかったんですが、ある程度、２日目３日

目になりますと、高齢者の方が畳の部屋を利用したいということで、希望が多く出されました。そ

こで順位決めるわけにいかないんで、それが一番長期になりますと、そこが問題になってくるとい

う経験があります。

それで、答弁にもありましたとおり、基本的にはこれ以上はないだろうと思います。これから災

害が発生する際、ダンボールベッド、やはり優先的に使う、そういうデータをきちっと避難場所収

容した際にそこら辺をきちっと、起きたことをやはり検証する必要があるんでないかなと思ってい

ます。それをやるためにはやはり住民の方にもやはり積極的にダンボールベッド使ってもいいよと

いうようなやはり基準を作っていただいて。すごくもめるんです、というのはいろんな方がいろん

な立場で避難してきますので、老人の方でも確かにしょうがない、ある程度の年齢になりますと。

今社会情勢も変わってベッドで寝ている方が大変多い時代となりました。それでできればそういう

方にも使ってもらえるように、そうすると今度子どもがいる方は、やはりそこで泣くとうるさいと

いうことなこともありますので、これは実践でなければなかなか難しい話だなと思っています。

一番しっかりしていただきたいのが、行政側がきちっとそこら辺のニーズを捉えて、災害のそう

いうことを全課で共通の認識を持って対応していただけるような取扱いをしていただきたいと思う

んですよね。町長どうお考えになりますか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 大変貴重なご意見をいただいてありがとうございます。まず、おかげさまで

そうした大きな災害が発生して、避難所を使うというのを今まで、２０年前の有珠山の噴火のとき

の避難所として５０何日間開催をしたというのが記録に残っておりますけども、それ以外の大きな、

おかげさまで地震対応避難所の緊急事態の使用ということについては、実際行われていないので、

今後想定されるであろう十勝沖地震についてももう３０％可能性があるという判断も出てきており

ますので、そこはもう防災上の観点から、広く行政全般にわたって、訓練をしながらやっていかな

きゃいけないなと思っておりますけれども。

７月１２日の防災訓練が町内会の役員の皆さんだとかやってもらったんだけど、なかなかスムー

ズに、ダンボールベッドもパーティションも組み立てが上手にいかなかったという経緯もございま

して、今後やっぱり各町内会、防災の皆さんにも利用していただくためにはそういった出前講座も
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含めて、訓練する機会を増やしていきたいと思っております。ひとつよろしくお願いします。

○議長（辻義雄） 辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） 最後の講習会のお話だったと思うんですが、僕も参加して、本当にパー

ティションの組み立て、耳の部分がうまくいかない。３人でやるんですが、いざ立ててみたら倒れ

てしまって、という経験があります。そこで、やはり各地区の人達にお願いをしながら、コロナの

関係でなかなか集まるという、集めるというのも難しい状況にありますけども、今一応終息してい

るという機会を捉えて、なるべく早く講習会を各地区でやってもらいたいなと。そしてそのことを

町民多くの人に知らせることがまず、こういうものがありますということを知らせることが大事な

取り組みになると思っていますので、そこら辺を考えて、十分対応しなければと思いますので、今

後横の連携を取りながら、防災担当だけでなくて、各地区の担当者もおりますので、その方も積極

的に、そのことについては取り組んでいただきたいと思います。もう一度町長、そのこといただけ

ばありがたいなと思うんですよね。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） おっしゃるとおりだと思っております。行政の責任というのは町民の安心・

安全を守るというのが最大の優先課題でありますので、そうしたことについて今後起こりうるであ

ろう想定も含めて、質問のとおりの内容を含めて、自治体として役場庁舎や横の繋がりも含め、各

自治体そして町内会の皆さんとともに進めてまいりたいし、消防にもお願いをしたり、消防団員に

もお願いしたり、それから防災士も６０数名おりますので、そうした組織も利用しながら、今後訓

練等に努めてまいりたいなと思っておりますけれども、今ちょっとまだコロナ禍の終息を見ていな

い状況なので、落ち着いたらまたそれらの検討に入らせていただければと思ってます。

議長（辻義雄） 以上で辻紀樹議員の質問を終わります。

村川議員。

〔議員（１番 村川毅）登壇〕

○議員（１番 村川毅） 私は１点について質問いたします。開基１５０年記念事業の構想につい

てということで。

本町は副戸長が置かれた１８７３年（明治６年）を開基の年としていますので、２年度の２０２

３年（令和５年）が開基１５０年記念の年となります。

記録によると、開基１００年の１９７３年（昭和４８年）は、祝賀パレードが開催されたとあり、

当時の写真を見ても、町をあげての祝賀ムードだったという時代背景を伺い知ることができます。

その後５０年が経ち、人口も当時の半数以下となり、世の中はデジタル社会と言われ大きく様変

わりいたしました。しかし、どんなに世の中が変わっても、記念すべき年をみんなでお祝いをした

いという町民の気持ちは５０年前と変わらないと思います。

そこで現在、開基１５０年の記念の年にどのような構想を持っているのか、また、来年度予算に

反映する事業等があるのか町長の所見を伺います。以上です。

〔議員（１番 村川毅）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 開基１５０年記念事業の構想について、お答えをいたしたいと思います。

本町では、開基１００年から１０年ごとに記念事業を実施してきておりますが、令和５年度には

開基１５０年の節目を迎えるため、その際の記念事業の規模・あり方について、本町の過去の記念
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事業を検証し、近年の各市町の実施状況などを情報収集しております。

最近の本町および各市町の記念事業の傾向としては、規模を縮小しての開催が多くなってきてお

りますが、開基１５０年の記念の年でありますので、創意工夫をしながら記念式典などを含めた記

念事業の検討を行ってまいります。ただし、現在のコロナ禍においては、記念事業を簡略化し、中

止した市町もありますので、今後の状況を注視しながら進めてまいります。

来年度予算については、開基１５０年を迎えることを記念して、長万部町史続編の制作に取りか

かるための予算計上を検討しております。開基１５０年を迎える令和５年度には、仮称ではありま

すが、「開基１５０年記念誌」を作成したいと考えております。以上です。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 再質を行います。令和５年が開基１５０年の節目の年となることから、

過去の記念事業を検証して、さらに近年の各市町の情報収集などもしながら検討しているというこ

とでした。

開基１００年の昭和４８年頃は、町の人口は１万２,０００人ほどでした。しかし、先日新聞報

道にもあったとおり、現在の人口は５,０００人を割っております。例え人口が減少して、４,００

０人台の町になったとしても、この記念イベントは町民みんなでお祝いをして、この事業をとおし

て長万部の魅力を町内外に発信する良い機会にすべきと思っております。

さて、答弁によると過去の記念事業を検証しているようですが、開基１００年のときの記録によ

ると、町章の公募、町旗の制定、町民憲章の制定、ＮＨＫラジオ番組の「民謡をたずねて」の公開

録音、そして、国縫出身の直木賞作家和田芳恵さんの講演会、６枚１組の絵はがきが作られて全世

帯に配布、そして祝賀パレードが行われたそうです。この１００年記念の事業実施にあたって参考

にすべき点は、職場、町内から２０名のわりあい若い人達を選んで、開基１００年事業推進委員会

という委員会を作って毎月会議を開催したそうです。そこで、２年後に向けて、高校生も含めた若

い人達にも参加をいただいて、各種事業や町民参加のイベント、例えばふれあいオリンピックに代

わる毎年続けられるような町民参加のイベント等検討してもらうのもよいのではないかと思うので

すが、町長いかがでしょうか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 本当に１００年記念のときが全て大きな事業を展開してやったわけなんです

が、先ほどもお話があったとおり、その当時１万２,３００人くらいの人口の推計があって、子ど

も達も数多くいた時代でもありましたので、鼓笛隊が出たり、パレードにも十分対応できるような

行事がたくさん作られて、町史も町旗も作られ、また、長万部町民憲章もそのときに制定をされて

以来５０年経過しております。

今この時期になって、大体４,９００人をちょっと超えるくらいの人口なんですが、１万２,００

０で１割といったら１,２００人ですよね。そのくらいの人が参加できる。１割ですよ。今１割と

いったら４９０人という規模になってきて、小学校にも実は鼓笛隊もない、そんな状況の中で、以

前ご質問もありましたけれども、踊りのパレード含めて実際に今の段階でできるかといったら非常

に難しいことなのかなと。できるだけ現在の年代にあった１５０年の記念事業に持っていく方向で

検討を進めておりますけれども。

この２年前からコロナが発生をして各情報収集もそうですし、地域に出てお話する機会もござい

ませんので、今後は実行委員会を作る云々ということについては今考えてない状況で、今庁内で一
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生懸命計画を練って、どのような形で持っていくか。また、町史編さんひとつにしても、概要版は

２年くらいで作れるんですが、この際きちっとしたものを作ろうと。そうすると、全部調べたら７

年くらいかかる。最新版で後世に残す町史を作るとすれば７年くらいかかって完成させなきゃいけ

ないということで、それらも含めて今後編集する委員の人から、それから委員会も立ち上げながら

やっていかなきゃいけないなと思ってますので、ひとつじっくり構えて、この２年進めていきたい、

そう思ってますのでよろしくお願いしたいと思います。

○議長（辻義雄） 村川議員。

○議員（１番 村川毅） 次に質問しようと思ってた町史の件まで今町長のほうからお話ありまし

たけれども、せっかく用意してきてたので、町史のほうの質問も聞いてください。

町史制作予算を来年度予算で検討しているということですけれども、実は３年前の平成３０年１

２月議会で、当時の同僚議員からの一般質問で、開基１５０年、町制施行８０年を迎えるにあたっ

ての町史の編集に取り組んではどうかという質問がありました。それに対して町長は、町史の編集

にあたっては、５年後の開基１５０年、町制施行８０年の節目に向けて情報収集の方法や町史の調

査、研究の状況を勘案しながら、町史の編集のあり方や方向性について検討してまいりたいと考え

ておりますという答弁でありました。開基１００年を記念して編集された今ある町史は、まず町史

編集委員会を立ち上げて、町史編集室を設置して、３か年の予定でしたが今言われたように刊行ま

でに５年の歳月を要しております。町史の編集作業は作業の量も膨大ですが、緻密な調査や多くの

関係者への聞き取りが伴いますので、職員だけで作り上げるにはちょっと無理があるのかなと思い

ますけれども、この３年前の一般質問の後、一定程度の方向性は検討してきていると思いますので、

その検討結果と今後どのように進めるのか。先ほど７年くらいということでしたので、その年数は

わかりましたけど、方向性をもう少し詳しく聞かせていただければと思います。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） この２年間、原課でまとめてきた段階の話を原課の課長にさせますのでよろ

しくお願いしたいと思います。

○議長（辻義雄） 中山まちづくり推進課長。

○まちづくり推進課長（中山裕幸） 詳細なお話ですので私のほうから回答させていただきます。

平成３０年１２月の定例会での質問以来、町史の編集に関しての一般質問ありましたので、現代

にふさわしい町史の調査・研究のための他自治体の町史の編集の情報収集・調査を行いまして、町

史のあり方や方向性を検討してまいりました。具体的には資料収集の方法や調査、原稿執筆、編集、

構成、印刷や専属人員の配置、編さんスケジュール、予算、編さんの作業場所、編さん委員会の設

置、あと外部委託についてなど、多岐にわたりまして他自治体に出向いて聞き取り調査を行うなど

してある程度の方向性が見えましたので、お答えさせていただきたいと思います。ただし、令和４

年度の予算査定の最中ではございますので、特に予算に関わることに関しては、あくまでも現在検

討しているという概要としてご理解願いたいと思います。

まず、基本方針としては、現在の長万部町史については昭和５０年までの記述範囲となっており

まして、今回作成するいわゆる続編、これはそれ以後の長万部町の変遷を体系的にわかりやすく記

述し、現在の町史との間に空白が生じないようにする考えでございます。また、現在までの町史に

記述された内容については、序論というような形で現在の町史を要約して掲載するということで考

えております。それから編さん計画についてですけども、長万部町史の編さんにあたっては、先ほ

ど話したとおり、資料収集、調査、原稿執筆、編集、構成、印刷を含めて一部は委託を考えており
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ます。それで令和４年度から７年間の、令和１０年度完成を目指して進める予定でございます。た

だし、１５０年を迎える令和５年度に仮称ではありますけども、開基１５０年記念誌を発刊したい

なというふうに考えております。あと、町史編さん委員会の話がございました。町史の編さんには

できれば町民有識者からなる町史編さん委員会を設置しまして、町史編さん委員会の中で協議をし

ていただく事を考えております。あと、ほかの町でもちょっと聞いたんですが、町史はやはり編さ

ん室というのが必要と聞いておりますので、現在は専属人員配置が必要と考えておりますけども、

これは人事のことでございますので、検討されることと私は思っております。また、膨大な資料の

保管・整理が必要でございますので、そういった作業する、保管する場所、こういったことの確保

ということも検討しております。以上が検討を進めている概要詳細でございます。以上でございま

す。

○議長（辻義雄） 以上で村川議員の質問を終わります。

長﨑議員。

〔議員（５番 長﨑厚）登壇〕

○議員（５番 長﨑厚） 質問事項として、学校給食を無償化にであります。

公立小中学校の授業料が無料なのは、義務教育だからです。また、小中学校の教科書が無償にな

ったのは、昭和３８年のことです。

学校給食法では、義務教育段階における「学校給食の普及充実及び学校における食育の推進」を

図ることを目的としております。給食の実施を進めた国の方針として、義務教育段階の学校給食は

授業料・教科書と同じく無償化するのが当然のことと考えます。

給食費無償化の流れは、全国はもとより北海道・道南渡島でも実施する自治体が増えています。

コロナ禍で子育ての環境はますます厳しい状況です。町として恒久的な政策が必要と考えますが、

町長の所信をお伺いします。以上です。

〔議員（５番 長﨑厚）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 学校給食を無償化に、ですけれども。義務教育段階における学校給食の無償

化については、全国的に少しずつ進んでいる状況は把握しておりますが、学校給食法においても、

学校給食費については、保護者負担としている状況であります。国では教育扶助や就学援助制度に

よる低所得者層への支援を行っていくとの方針であります。

町としても、給食費負担金については、給食材料費相当額を負担していただくために、納付して

いただいております。

小学校、中学校、高校あわせた給食費負担金は、令和３年度は１,９０４万円であり、「学校給

食費を無償化に」という質問ですが、給食費負担金を無償化した場合、毎年度、その負担金を町が

負担することになり、財政的に厳しくなると考えます。

平成３０年第３回定例会において答弁しておりますとおり、給食費につきましては、日常生活の

食費と同様にとらえ、家庭で負担していただくのが基本であると考えておりますが、近年渡島管内

近隣市町でも、子育て支援の一助として、給食費の無償化に踏み切る市町が増えてきていることか

ら、町としても無償化は財政的にも可能かどうか。また児童、生徒、高校生、学校従事者等にも影

響を及ぼすことから、無償化へ向けての制度設計を検討してまいりたいと思います。

〔町長（木幡正志）自席へ〕
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○議長（辻義雄） 以上で長﨑議員の質問を終わります。

高森議員。

〔議員（７番 高森功治）登壇〕

○議員（７番 高森功治） 私の質問は１点であります。並行在来線の存廃の方向性について。

北海道新幹線札幌延伸に伴い経営分離される並行在来線については、現在、北海道知事を座長と

する北海道新幹線並行在来線対策協議会で、存廃の方向性を議論している最中であり、後志ブロッ

クの函館本線（長万部～小樽間）については、今月末までに各自治体で方向性を出すスケジュール

になっていると伺っております。並行在来線の存廃問題は、町内や隣接自治体の地域交通を確保す

るにあたって、慎重な議論と判断が求められます。

そこで、町長にお伺いいたしますが、並行在来線の存廃の方向性についてどう考えてるのか、町

長の所見をお伺いいたします。以上です。

〔議員（７番 高森功治）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） 並行在来線の存廃の方向性について、回答いたします。

この間、町では新幹線開業後の地域交通の確保方策として、「第３セクター鉄道維持」と「バス

転換」の、どちらかの方向性とするのかを検討してまいりました。

並行在来線対策協議会において、渡島と後志、２つのブロックについて、それぞれ「旅客流動・

将来需要の予測」、「収支予測」を議論してきたところであり、また、これに加えて町内のＪＲ二

股駅、中ノ沢駅、国縫駅で出口調査を実施し、広報において情報提供や意見募集を今年４月号から

今月号まで連続で１０回掲載し、さらに先月は町内３か所で後志ブロックについての住民説明会を

開催し、検討してきたところであります。

まず、持続可能性の面では、後志ブロックの鉄道維持の場合、収支予測の損益額を沿線自治体数

で割った単純計算では、年間３億２,０００万円の赤字に対し、バス転換は年間１,０００万円の赤

字と、バス転換が圧倒的に有利であることがわかりました。

さらに地域交通の確保の面からは、鉄道は連絡通路などの階段施設がご年配の方々から敬遠され

る反面、バス転換はきめ細やかなルートやバス停設定により利便性向上の余地があることもわかり

ました。このことから、後志ブロックの並行在来線、函館本線の山線の存廃については、持続可能

な地域交通の確保と利便性の向上のため、長万部町は「バス転換」とする方向性に決定したいと考

えております。詳しくは、今後のまちづくり新幹線調査特別委員会で詳細をご説明をいたします。

以上です。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 高森議員。

○議員（７番 高森功治） 大変重い決断をされたご答弁だったと思います。一般会計の当初予算

が約５０億円の長万部町にとって、毎年鉄道を維持するために約３億２,０００万円を入れていく

というのは、現実的な話ではないと私もそう思っておりました。持続可能な地域交通を維持するた

めにはバス転換が最善の選択だということは私も十分理解をしております。新幹線の長万部駅が開

業するということは大変喜ばしいことではありますけれども、その反面、函館本線の山線がなくな

るということは、国鉄の町として栄えた長万部町にとっては大変ショックなことでもございますし、

悲しいことでもございます。国鉄時代を知る町民の多くの皆さまの中には、この鉄道を残してほし
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いという声もあるとは思いますけれども、そういう思いに配慮しながら今後の並行在来線の対策を

進めていただきたいと思いますけれども、その辺はいかがですか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 本当にそのとおり、大変な重い決断になるということは覚悟をしております

けれども。実際３か所で意見交換会やったときも、同様の意見が出てまして、国鉄の町として発展

してきた長万部町にとって、国鉄を廃止するということについては非常に重い、そのことをどうや

って長万部町は国鉄の町として伸びてきたということを残していかれるんですか、という報告と、

できれば残していただきたいという話がございましたけれども、今当初で３億２,０００万という

数字が出ておりまして、それが今度は持続的に参加してやった場合には、鉄路の維持、あとトンネ

ルの維持、災害時の工事の発生が起きたときには、まだまだその金額では収まりきらないというこ

とと、年間３億２,０００万ということは、先ほどおっしゃったとおり一般会計５０億そこそこで

やってる町村にとって、これからそれがすごく重荷になってくること。そしてまた、将来的に見て

もこれから時代を担っていく人方にその負を持たせたままいかせるということについてはこれは本

当に忍びない。だから今決断すべきだということを判断をして、山線についてはバス転換にしたい

という方向で、今取り決めて、協議会に向かってご意見をさせていきたいなと思っておりますし、

まだまだその決定過程の中では、まちづくり・新幹線特別委員会に詳細を説明して、そしてご理解

をしてもらわないと、行政単独での決定ということについてはならない、そう思っておりますので、

今後ともひとつご理解・ご検討していただいて、結論を出させていただければと思ってますので、

よろしくお願いしたいと思います。

○議長（辻義雄） 以上で高森議員の質問を終わります。

１１時まで休憩いたします。

１０時４５分 休憩

１１時００分 再開

休憩前に引き続き会議を開きます。一般質問を続行します。

柏倉議員。

〔議員（９番 柏倉恵里子）登壇〕

○議員（９番 柏倉恵里子） 私は２点質問いたします。商工事業者経営改善等支援補助金の継続

を。

コロナも今は少し落ち着いたと思っていた矢先、今度はオミクロン株という変異株が拡大しそう

な様相を呈しております。全国的に経済が疲弊している現在、長万部町の商工事業者を取り巻く環

境も、大変厳しい状況であります。

しかしながら、長万部町が行っている補助事業のひとつ、商工事業者経営改善等支援補助金にお

いて、多くの事業者から喜びの声が聞こえてきております。この事業は、今年で４年目を迎えたわ

けですが、引き続き補助を望む声が上がっています。

必要性の高い補助事業だと思いますが、継続のお考えはありませんか。また、費用対効果をどの

ように捉えていらっしゃいますか。町長の所信を伺います。

２問目、子宮頸がん予防ワクチン（HPVワクチン）定期接種の勧奨再開に向けての対応は。

令和３年度第２２回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等対策部会安全対策調査会（合同開

催）において、最新の知見をふまえ、改めてHPVワクチンの安全性について特段の懸念が認められ

ないことが確認され、接種による有効性が副反応のリスクを明らかに上回ると認められました。
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令和３年１１月２６日付で、厚生労働省健康局長より各市町村長宛に通知が届いていると思いま

す。その中には配慮するべき点がいくつも指摘されており、充分留意しながら対応しなければなら

ないと思いますが、長万部町としては、いつからどのような体制で行うのでしょうか。町長の所信

を伺います。

〔議員（９番 柏倉恵里子）自席へ〕

○議長（辻義雄） 木幡町長。

〔町長（木幡正志）登壇〕

○町長（木幡正志） まず１点目、質問のありました商工事業者経営改善等支援補助金の継続をで

ありますが、この事業は、町内商工業者の経営の安定化や経営の改善、さらには新商品の開発・販

路拡大などの事業の積極的な取り組みを支援するために、平成３０年度より実施をしております。

平成３０年度から令和３年度までの４年間に延べ５４件の事業が補助採択となり、事業総額は１

億５,０３５万６,０００円となり、町からは１件２００万円を上限として、５,９９２万円の補助

金を交付しており、町内商工業者の皆さんには一定程度の効果があったものと思っております。

商工業者の経営環境は人口減少等の影響により、現状を維持するだけでも大変厳しい状況だと考

えております。引き続き補助をとのことですが、喫緊の事業や懸案事項もありますので、次年度も

商工会と協議をしながら検討してまいります。

２点目の質問にお答えをいたします。子宮頸がんワクチンの勧奨については、平成２５年６月１

４日、厚生労働省より接種の積極的な勧奨を差し控えるよう通知がありましたが、定期接種として

は中止になっていないため、接種対象者には積極的な勧奨は控えるよう通知があることや､希望者

には接種できる体制を整えている旨のお知らせと、厚生労働省で作成しているリーフレットを送付

し周知してきたところであります。

ご質問にあります､このたびの通知を受けての対応についてでありますが、より確実な周知に努

めながら、接種体制を継続していく予定であります。また、現在まで積極的な勧奨の差し控えによ

り、接種機会を逃した方への対応については、今後示される厚生労働省の方針に従い、適切に対応

してまいります。

〔町長（木幡正志）自席へ〕

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） それでは再質問させていただきます。

まず１点目の補助金のことなんですけれども、今回は臨時議会での対応だった、予算が付いたの

がちょっと大変あとになってからということで、実は、もし補助金がついたらということで予定し

ていた事業者もちょっと遅くなったことによって、申請できなかった方もいらしたというふうに伺

っております。とてもいい事業だということも先ほど言いましたが、やはりこの事業を継続してほ

しいという声ももちろんあるんですけど、予算計上の時期というのも非常に大切でありまして、当

初予算から計上していただきたいと思いますが、そのようなお考えはありませんか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） この事業については、いろんな経済状況の変化を捉えて、商工会のほうから

要望をいただいて、その上で内部の財政事情を勘案しながら決定していくという形にしております。

決定の段階では、金額も決まってない状況での要望でございますので、それで商工会さんのほうと

の連携を繋ぎながらやってきた、ただし、これは最初は３年間という中での要望事項の受け方をし

ておりましたので、今回４年目、１１月９日に事業が新たにスタートをして、現在進行中でありま
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す。そんなことから考えて、やはり当初で予算組むのは非常に難しいなということで、また、商工

会さんとも協議しながら要望として上がってくる段階で検討していきたい、そう思ってます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） 今回、９月の定例会のときに議案として上程されるのかなと思った

ら、そこでも上程されずに、あとあとに議案として出していただいたんですけれども、この事業を

完結するには年度内という仕切りがあるために、大変時間が、予算が決まってからの時間が非常に

短いということで、実際のところちょっと大変な思いがあったそうであります。ですから、出すの

であればなるべく早めにお願いしたいなと思いまして、当初予算はどうかなと思ったんですけれど

も、町の経営状況もあると思いますので、そこら辺は商工会から要望も出てくるかどうかわかりま

せんけども、要望があったときには何とか当初予算に組み入れていただけるような方法で考えてい

ただきたいと思います。もう一度お願いします。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） 今おっしゃったとおり、年度内に事業完成ということでありますので、商工

会から要望があった時点では、６月定例議会、もしくは９月の定例議会ということについては真摯

に捉えて考えておりますので、そこは問題はないと思うんですが、実際に事業を継続していただい

てる会員さんの審査やらいろいろと時間がかかる旨というのは、これは大切なことで、そういった

調査をしながら必要な補助金の額も決定していかなきゃいけないということで、当初予算での組み

込みは今のところ本当に考えておりません。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） それでは２問目にいきます。子宮頸がんワクチン、まず副反応より

効果のほうが上回るという決断が出たことには、結論が出たことにはすごくまずよかったなという

ふうに私は思っています。答弁の中に、より確実な周知に努めながら接種体制を継続していくとい

うことですけれども、この周知、どのようなことを考えてらっしゃいますか。

○議長（辻義雄） 木幡町長。

○町長（木幡正志） ちょっと原課のほうで答弁させたいと思います。

○議長（辻義雄） 野澤健康推進室長。

○健康推進室長（野澤明子） 今ご質問のありました、確実な周知の部分でありますけれども、毎

年度対象者の方には対象であることと、接種ができることと、今現在は積極的な勧奨は控えるよう

にとの通知がありますという内容で通知をしております。今後は対象年齢の方々に対して、またこ

ちらにあります通知にもよりまして、接種機会を逃した方々への対応につきましても、今後厚生労

働省から方針が出されますので、それに従って積極的に勧奨するという方向に変わりますというこ

とで、ワクチンの効果とか、安全性ですとか、相談先ですとか、そういうところを含めた資料のほ

うをお送りして周知していく予定でいます。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） これから接種をされる方は、大変不安な思いを抱えたままで接種に

臨む、あるいは本当に接種をした方がいいのかどうかということが、大変迷われる案件だと思うん

です。それで、これから大事になってくるのは、相談窓口の体制かなと思うんですよ。それで、相

談窓口は、役場においては多分保健師さんのいらっしゃるところが窓口になるのかなとは思うんで

すけれども、相談に来やすい窓口体制、それからあと、例えば役場だけではなくて接種対象者とな

る学年があるところの学校、それから、もっと望めば、担任の先生方も含めた、学校でいえば保健
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の先生というか養護教諭がその研修にあたられるのかなとは思うんですけれども、その対象となる

学年の先生方も含めた研修というのがとても大事になってくると思うんですよ。要するにやはりい

くらいいですよと進めたとしても、そこにいらっしゃる担任の先生がやはりあまりその知識をお持

ちでないという場合には、お子さんは相談ができなくなるということもありますので、そこら辺の

体制を整えてほしいと思いますがいかがでしょうか。

○議長（辻義雄） 野澤健康推進室長。

○健康推進室長（野澤明子） ただいまのご質問にお答えします。今まで平成２６年からご案内は

していましたが、やはり希望する方がいらっしゃらなくて、今まで接種の実績については０名にな

っております。今後勧奨が積極的になったということで希望される方も出てくるとは思うんですが、

相談体制につきましては、いまおっしゃられたとおり役場の窓口がもちろん第一となります。あと

は北海道、あと全国のほうでも専用の窓口を設置することになっております。学校等の連携につい

てですけれども、もちろん学校との連携も当然必要になってきますので、役場の保健の部分と学校

との連携については、今まで以上に連携を密にしてやっていきたいというふうには思っております。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） なるべく不安を取り除けるような形での、例えば役場の窓口でも、

女性に関わることですので、窓口でただ淡々と接客するのではなくて、ちょっと別な場所でご案内

して相談にのるようなそういう体制も必要ですし、また電話での対応もあるかと思いますので、そ

こはよろしくお願いしたいと思います。

それから、積極的に勧奨しない間、まずその機会を逃した８年間という間の中では、ワクチンも

段々と精度が増してきまして、この定期接種は今４価ワクチンというものが定期接種になってるん

ですけども、今９価ワクチンというのが、とても精度がいいというか、効き目があるということで、

その選択肢として９価もあるということも、お知らせしてほしいというのはあるんですが、これも

厚労省からのものが来ると思うんですけども、例えば９価を接種したいとなったときに、４価だっ

たら定期接種で、９価だったら全額かかりますよということではなくて、その機会を逃したわけで

すからその方々は。なので、定期接種分の金額は除いた差額の分だけをお支払いするような、そう

いうようなことも考えてほしいとは思いますが、いかがでしょうか。

○議長（辻義雄） 岡部健康福祉課長。

○保健福祉課長（岡部忠） 今ご質問がありました９価の部分。こちら今現在任意の接種になって

おりまして、負担をいただいて接種していただくことになってるんですけど、接種の機会を逃した

方の公費の負担ですとか対象者につきましては、先ほど答弁してますとおり、今後厚生労働省のほ

うから指針が示されてくることになりますので、その中にそういった部分も含まれてくるようであ

れば、対応はできるんですけども、その中に差額分を負担してもいいですよという内容が含まれれ

ばいいんですけれども、ない場合についてはほかのワクチン接種で任意の部分もありますので、そ

ういった部分との兼ね合いもありますので、今ここでちょっと差額分を現在負担するというような

ことは今現在、お答えちょっとできないかなというふうに思っております。

○議長（辻義雄） ちょっと訂正をいたします。今岡部課長を指名するときに議長において「保健

福祉課長」を「健康福祉課長」と言いましたので、訂正させていただきます。

それでは以上で柏倉議員の質問を終わります。

以上をもって一般質問は通告どおり全部終了いたしました。

これをもって一般質問を終結いたします。
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◎議案第１０号 令和３年度長万部町一般会計補正予算（第７号）

○議長（辻義雄） 日程第２、議案第１０号令和３年度長万部町一般会計補正予算（第７号）の件

を議題といたします。説明員に提案理由の説明を求めます。

佐藤総務課長。

○総務課長（佐藤久） ただいま上程されました、議案第１０号令和３年度長万部町一般会計補正

予算（第７号）について、その内容をご説明いたします。

今回の補正額は、歳入歳出にそれぞれ３,０３０万円を追加し、補正後の予算総額を６０億６,７

２３万９,０００円とするものであります。内容は、補正予算書に添付しております概要により歳

出からご説明いたします。

民生費、子育て世帯臨時特別給付費、負担金・補助及び交付金３,０３０万円の追加は子育て世

帯臨時特別給付金で、来年の春までにクーポン券で５万円を給付することとされていたものを、年

内給付予定の５万円と合わせて一括交付するための給付金の追加であります。

歳入では、国庫支出金、民生費国庫補助金、子育て世帯臨時特別給付金給付事業で、歳出同額の

３,０３０万円を計上いたしました。

以上がただいま上程されました、令和３年度長万部町一般会計補正予算（第７号）の内容であり

ます。よろしくご審議のほどお願いいたします。

○議長（辻義雄） これより質疑を行います。質疑は歳入歳出を一括して行います。３頁です。質

疑ありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） まず、この議案が可決したあと、一番早くて何日に振り込みが開始

されますか。

○議長（辻義雄） 佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） まず最初に申請の不要の方、そちらのほうの方については年内の１２月２

８日を支払い予定としております。

○議長（辻義雄） 柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） それでは、申請が必要な方、まずこちらから抽出というか、送付を

して、そして申請書を提出してもらうという形を取られると思うんですけど、それでいいかどうか

と、それからこの申請を必要とする方々は何日までに届出をすれば年内振り込みが可能ですか。

○議長（辻義雄） 佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） 申請の必要な方につきましては、高校生世代のみの養育者の世帯だとか、

公務員の方だとか、あと新たに出生された子をお持ちの方だとかが申請の該当になります。こちら

のほうにつきましては、うちの住民基本台帳で把握できる分については、年内には何とか申請書だ

とか案内だとかを送付しまして、申請の方については１月以降順次支給のほうを進めていきたいな

と考えております。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

柏倉議員。

○議員（９番 柏倉恵里子） 今、申請これから郵送をして、一番早く申請書が持って来られても、

支給されるのは１月になると。プッシュ型の人は２８日に振り込むんでしょうけども、申請が必要



- 16 -

な方は１月に入ってからという捉え方でいいんですか。

○議長（辻義雄） 佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） この高校生世代だとかの方々についてはまだ詳細の内容のものが国から来

てないので、申請書だとかその辺どういうふうにして案内するかというのは、来てから確認しなが

ら、それで申請書を送るという形を取らせていただきたいと思ってますので、どうしても年内には

無理なのかなと思うので、１月から順次対応していきたいと考えております。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） 今高校生の部分で申請が必要と。その場合は住民票で対応するんだとい

うことなんですが、高校生で住民票を持っていってる方については、行政側では把握できないと思

うんですが、その場合親に対して、何かこう周知する方法というのは考えていますか。

○議長（辻義雄） 佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） 今回の特別給付金につきましては、基準日が令和３年９月３０日ですので、

その時点の養育者の方で、お子さんが町外に住民票を写しているという方も対象となります。その

周知につきましては、広報、何回か出して、あとホームページ等で周知していきたいと考えており

ます。

○議長（辻義雄） 辻紀樹議員。

○議員（２番 辻紀樹） 今広報っていう話なんですけど、１月広報には載せられませんよね。す

ると２月になるということ。

○議長（辻義雄） 佐藤町民課長。

○町民課長（佐藤剛） １月号の広報にも概略版といいますか、そういう形では広報で周知したい

と考えてます。あと２月以降も、２月３月についても、広報を利用して周知をしていきたいなと考

えてます。以上です。

○議長（辻義雄） ほかにありませんか。

〔「なし」の声あり〕

これをもって質疑を終わります。

討論ありますか。

〔「なし」の声あり〕

討論を終わります。

これより直ちに本案を採決いたします。

お諮りいたします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎発議第１号 地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明と支援策を求める

意見書

○議長（辻義雄） 次に日程第３、発議第１号地球温暖化、海水温上昇に伴う水産漁業被害の解明
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と支援策を求める意見書の件を議題といたします。

本案については会議規則第３９条第３項および議会の運営に関する基準６５の規定により提出者

の説明を省略し、合わせて質疑も省略したいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって本案については提出者の説明を省略し、合わせて質疑も省略することに決定いたしました。

お諮りいたします。

本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。よって本案は原案のとおり可決することに決定いたしました。

◎所管事務等の調査及び閉会中の継続調査について

○議長（辻義雄） 日程第４、所管事務等の調査及び閉会中の継続調査についての件を議題といた

します。お手元に配付したとおり、各常任委員長および議会運営委員長から特定の案件について閉

会中の委員会活動を行いたいとの申し出がありました。

お諮りいたします。

各常任委員長および議会運営委員長から申し出のとおり、閉会中の委員会活動を承認することに

ご異議ありませんか。

〔「異議なし」の声あり〕

ご異議なしと認めます。

よって各常任委員長および議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会中の委員会活動を承認す

ることに決定いたしました。

以上をもって本定例会に付議された案件の審議は全部終了いたしました。

◎閉会宣言

○議長（辻義雄） これにて令和３年第４回長万部町議会定例会を閉会いたします。どうもご苦労

様でした。

１１時２７分 閉会


